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願い伝える唯一の手段

保険で良い

歯科
医療

を求めて

高石市・兵頭正道さ
ん

「
８
０
２
０
」
運
動
の
取
り
組
み
の
経
験
を
話
す

山
田
兼
三
氏
＝
９
月
12
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

大
阪
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン

全
24
区
と
懇
談
を
実
施

小
学
生
以
下
の
所
得
制
限
撤
廃

「
８
０
２
０
」発
案
の
町
に
学
ぶ

入
院
時
の
食
事
代
は
有
料
化

ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を

元
南
光
町
長　

山
田
兼
三
氏
が
講
演

大　阪　市
子ども医療

社保協

保険でよい
歯科連絡会

　

歯
科
医
療
関
係
者
や
患
者
ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
、
自
治
体
で
の
歯
科
保
健
事
業

の
在
り
方
を
学
び
、
口
腔
保
健
条
例
制
定
の
運
動
に
活
か
そ

う
と
、
全
国
で
初
め
て
「
８
０
２
０
運
動
」
に
取
り
組
ん
だ

兵
庫
県
・
南
光
町
（
現
・
佐
用
町
）
の
山
田
兼
三
元
町
長
を

講
師
に
９
月
12
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
学
習
会
を
開
い
た
。

　

山
田
氏
は
１
９
８
０
年
か

ら
25
年
に
わ
た
っ
て
町
長
を

務
め
、
無
歯
科
医
地
区
だ
っ

た
南
光
町
を
全
国
で
も
先
駆

的
な
歯
科
保
健
活
動
に
取
り

組
む
自
治
体
に
変
え
た
実
績

を
持
つ
。

　

同
氏
は
、
同
和
行
政
を
廃

止
し
、
住
民
が
主
人
公
の
町

づ
く
り
を
進
め
た
町
政
運
営

の
経
験
を
話
し
な
が
ら
、

　

先
日
、
20
代
の
若
い
女
性

が
診
療
所
を
訪
れ
た
時
、

「
２
０
０
０
円
以
内
で
治
療

し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、

驚
い
た
。
無
職
な
の
か
、
給

料
日
前
な
の
か
。
詳
し
い
こ

と
は
聞
か
な
か
っ
た
が
、
経

済
的
に
余
裕
が
な
い
こ
と
は

確
か
だ
ろ
う
。

　

幼
児
を
連
れ
た
母
親
は

「
時
間
が
な
い
」と
治
療
を
先

延
ば
し
に
し
て
い
た
。
や
っ

と
来
院
し
た
時
に
は
親
子
そ

ろ
っ
て
口
腔
崩
壊
状
態
だ
っ

た
。
生
活
状
況
の
悪
化
に
よ

る「
受
診
抑
制
」の
広
が
り
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
、
受
診

中
断
・
症
状
悪
化
を
繰
り
返

す
患
者
を
見
る
の
は
忸
怩

（
じ
く
じ
）
た
る
思
い
だ
。

継
続
的
に
治
療
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
る
。「
保
険
で
良
い
歯

科
」
署
名
の
請
願
項
目
①
保

険
範
囲
の
拡
大
②
窓
口
負
担

の
軽
減
―
―
は
患
者
の
要
求

で
あ
る
と
同
時
に
、
歯
科
医

師
の
願
い
で
も
あ
る
。

　

「
署
名
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
」
と
思
っ
て
い
る
先
生

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
国
会
議
員
に
働
き
か

け
、
国
会
質
問
を
通
じ
て
政

治
を
正
す
こ
と
な
し
に
、
歯

科
医
療
充
実
は
訪
れ
な
い
。

私
た
ち
の
願
い
を
国
政
に
伝

え
る
地
道
な
唯
一
の
手
段
が

署
名
だ
。

　

私
は
ポ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
に
入
っ
た
ハ
ガ
キ
型
の

署
名
用
紙
を
診
療
所
の
受
付

で
手
渡
し
、
そ
の
場
で
署
名

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
若
者

か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
を
問

わ
ず
協
力
的
に
応
じ
て
く
れ

る
。
一
人
ひ
と
り
の
署
名
が

政
治
を
動
か
す
大
き
な
力
に

な
る
第
一
歩
だ
と
思
う
。
皆

　

『
全
国
保
険
医
新
聞
』
９
月
25
日
付
に
「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
実
現
」
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
医
院
で
掲
示
し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

◇

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
」
請
願
署

名
に
取
り
組
む
会
員
の
思
い

を
紹
介
す
る
。

「
憲
法
を
尊
重
し
、
福
祉
・

健
康
を
守
る
行
財
政
を
最
優

先
に
予
算
を
組
み
換
え
た
」

と
説
明
。
町
民
や
職
員
と
の

対
話
を
重
視
し
、
要
望
に
応

え
て
国
保
料
の
軽
減
や
上
下

水
道
の
整
備
を
実
現
す
る
と

同
時
に
、
歯
科
保
健
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
設
立
後
は
、

「
歯
科
保
健
活
動
を
健
康
づ

く
り
の
柱
に
積
極
的
に
予
防

に
取
り
組
み
、
重
度
障
害
者

や
寝
た
き
り
高
齢
者
ら
を
優

先
的
に
治
療
し
た
」
と
述
べ

た
。
成
人
歯
科
健
康
調
査
で

「
高
齢
者
で
20
本
の
歯
」
を

政
運
営
の
基
本
は
住
民
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
。

住
民
の
声
を
尊
重
し
、
職
員

と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ

た
結
果
、
健
康
づ
く
り
に

も
、
町
の
発
展
に
も
つ
な
が

っ
た
。
無
駄
遣
い
し
な
け
れ

ば
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
保
障
す
る
だ
け
の
財
源
は

あ
る
。
そ
れ
が
町
長
を
務
め

て
き
た
実
感
だ
」と
語
っ
た
。

　

「
住
民
の
声
が
政
治
を
動

　

大
阪
市
は
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
を
対
象
に
医
療
費
を

補
助
す
る
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
」
を
拡
充
し
、
小

学
生
以
下
の
所
得
制
限
を
廃

止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
中

学
生
は
従
来
の
所
得
制
限
を

緩
和
し
、
児
童
手
当
支
給
基

準
に
合
わ
せ
る
。
11
月
診
療

分
か
ら
実
施
す
る
。

　

同
制
度
の
拡
充
は
協
会
や

多
く
の
市
民
団
体
の
運
動
、

住
民
の
要
望
を
受
け
た
も

の
。
協
会
は
毎
年
大
阪
市
へ

提
出
し
て
い
る
「
要
望
書
」

で
、
所
得
制
限
と
一
部
負
担

金
の
撤
廃
を
要
請
。
同
市
と

の
協
議
で
は
学
校
歯
科
治
療

調
査
や
口
腔
崩
壊
事
例
を
示

し
、
改
善
を
求
め
て
き
た
。

　

一
方
で
、
市
は
同
制
度
の

入
院
時
の
食
費
助
成
を
10
月

診
療
分
か
ら
廃
止
し
た
。
中

学
生
以
下
の
子
育
て
世
帯
は

自
己
負
担
無
し
だ
っ
た
が
、

10
月
か
ら
１
食
当
た
り
２
６

０
円
を
徴
収
し
て
い
る
。
入

か
す
」
と
強
調
し
、
要
望
を

ま
と
め
、
自
治
体
に
積
極
的

に
働
き
掛
け
て
い
く
と
共

に
、
憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
政
治
を
正
す
よ
う
呼
び

か
け
た
。

提
起
し
、
全
国
初
の
成
人
歯

科
検
診
や
妊
婦
・
乳
幼
児
対

象
の
歯
科
検
診
な
ど
、
生
涯

を
通
じ
た
歯
科
検
診
体
制
を

整
備
し
た
こ
と
を
報
告
。
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
し
た
歯
科

保
健
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
、
全
国
各
地
に
波
及
し
て

い
っ
た
と
い
う
。

　

町
民
と
の
議
論
の
な
か
で

休
耕
田
を
活
用
し
た
「
ひ
ま

わ
り
祭
り
」
が
町
お
こ
し
に

な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、「
行

院
の
子
ど
も
を
抱
え
る
世
帯

に
と
っ
て
は
大
幅
な
負
担
増

と
な
る
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

（
通
院
）
は
２
０
１
４
年
４

月
現
在
、
全
国
１
７
４
２
自

治
体
中
78
・
８
％
が
所
得
制

限
を
撤
廃
し
、
全
国
の
半
数

を
超
え
る
自
治
体
（
56
・
６

％
）
が
一
部
負
担
金
を
無
料

と
し
て
い
る
。
協
会
は
引
き

続
き
大
阪
市
に
対
し
て
、
中

学
校
修
了
ま
で
の
所
得
制
限

の
撤
廃
と
負
担
金
の
無
料
化

を
求
め
て
い
く
。

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

現
時
点
で
確
定
し
て
い
る

懇
談
日
程
は
次
の
通
り
。

◇

▽
10
月
13
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
都
島
区
▽
同
日
午
後
１

時
30
分
〜
北
区
▽
15
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
大
正
区

▽
16
日
（
金
）
午
後
３
時
〜

中
央
区
▽
23
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
東
住
吉
区
▽
28
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
此
花
区

▽
11
月
５
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
鶴
見
区

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
改

善
を
求
め
て
大
阪
市
の
各
区

役
所
と
懇
談
す
る
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
開
か
れ
る
。
主
催

は
協
会
が
常
任
幹
事
団
体
を

務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
（
社
保
協
）。
１
日

の
城
東
区
と
の
懇
談
を
皮
切

り
に
、
市
内
全
24
区
を
回

る
。

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
現
場

の
声
を
行
政
に
直
接
伝
え
る

貴
重
な
場
と
し
て
、
会
員
の

専門家がおこたえします

室相 談各 種

税務相談税務相談
【日時】10月21日（水）午後２時～５時
【担当】上野精一 税理士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談雇用相談
【日時】10月15日（木）午後２時～４時
【担当】堀口正二 社労士

法律相談法律相談
【日時】11月２日（月）午後２時～４時
【担当】西晃 弁護士


